
　　　　

令和7 年 1 月 21 日

平日 8 時 30 分から 18 時 00 分まで

土・日・祝
長期休暇時 8 時 30 分から 17 時 30 分まで

5 法人の開催するイベント

主な行事等 お花見、バス遠足、プール・水遊び、スポーツレク、ハロウィン、みかん狩り、クリスマス会、初詣、節分、運動会等季節に応じた行事

営業時間 送迎実施の有無 あり なし

地域支援・地域連携

1 地域ボランティアの受け入れ

職員の質の向上

1 法人内、事業所内研修の実施

2 施設体験の受け入れ 2 外部研修への派遣

3 交流会（地域住民との交流）

4 自立支援協議会への参加

家族支援

1 レスパイトや就労等の預かりニーズに対応するための支援

移行支援

1 併用利用先や幼稚園等お子様の状態や支援内容等についての情報共有

2 保護者との連携(お子様に関する情報提供・定期的な支援調整） 2 就学に向けた放課後等デイへの慣らし保育の実施

 

人間関係・社会性

1 アタッチメントの形成と安定（スキンシップ遊び、親子参加行事）

2 遊びを通じた社会性の形成（見立て遊び、つもり遊び、ごっこ遊び）

3 協同遊びへの支援（ルールが理解できる遊び、役割分担がある遊び、集団活動）

4 自己の理解と行動の調整（自分の行動の特徴を理解し、気持ちや情動の調整ができるような支援）

5 仲間づくりと集団への参加（遊びや集団に参加でき、仲間づくりにつなげるような支援）

2 言語の受容と表出（話し言葉や文字、記号を用いた相手の意思の理解・言葉の受容を表出することができるような支援）

3 言語の形成と活用（自発的な発声を促し、体系的な言語が身に付くような支援）

4 コミュニケーション手段の選択と活用（指差し、身振り、サイン等を用いて、環境の理解と意思の伝達ができるような支援）

5 読み書き能力の向上（障害特性に応じた読み書きの向上ができるような支援）

認知・行動

1 認知の特性についての理解と対応（ひとりひとりの認知特性の理解、こだわりや偏食等に対する支援）

2 対象や外部環境の適切な認知と適切な行動の習得（絵カード等を用いて、自身で理解でき選択できるような支援）

3 物質の変化と感覚に関する認知の形成（粘土、スライム、水遊び等）

4 季節の変化への興味などの感性の形成（季節行事、散歩、戸外遊び、季節の壁面制作）

支　援　内　容

本
人
支
援

健康・生活

1 心身の健康状態の把握（来苑時の健康確認、体温測定（必要時）、支援中の健康観察、障害特性に配慮しお子様のサインから心身の異変に気付けるようなきめ細やかな観察）

2 生活習慣や生活リズムの形成（食事・睡眠・排せつ等健康状態の維持、改善に必要な生活リズムを身に付けられるような支援、病気の予防や安全への配慮、定期的かつ定時の通所）

3 基本的生活スキルの獲得（衣服の着脱、身の回りの清潔保持、様々な遊びを通した学びの促進、持ち物の管理）

4 構造化による環境設定（写真・絵カード・文字カード等を使用した具体的な表示、障害の特性に配慮した部屋のレイアウト）

運動・感覚

1 姿勢と運動、動作の向上（押す、引っ張る、それを続ける力、跳ぶ、投げる等体幹や筋力を鍛える遊び、姿勢の保持ができるような支援）

2 動作の補助的手段の活用（メガネや補聴器・スプーンやフォーク・お箸等各種の補助ツールを効果的に活用できるような支援）

3 リズム運動（音楽に合わせて体を動かす遊びや運動）

4 感覚の特性への対応（感覚過敏や感覚鈍麻を理解し、安心して過ごせる環境設定）

5 行動障害への予防及び対応（感覚や認知の偏り、コミュニケーション等の困難から生ずる行動障害の予防や支援）

言語
コミュニケーション

1 コミュニケーションの基礎的能力の向上（言葉によるコミュニケーション以外に表情や身振り手振り等意思のやり取りが行えるような支援）

法人（事業所）理念

1 社会福祉、地域福祉の担い手として、地域社会の福祉ニーズに対処し、地域貢献を果たす。
2 地域社会に密着した福祉の担い手となる。
3 高齢や障害等のため、社会生活をする上で生じた困難（福祉ニーズ）に対し、福祉実践を行っていく。
4 利用者の個別ニーズの充足や自立化を目指し支援する。
5 人権を擁護し、人間性や個性を尊重し、個人を大切にする。
6 専門家として研鑽に努め、人間性と専門性の向上に努める。

支援方針

1 お子様が日常生活における基本的動作及び知識技能を習得し、集団生活に適応することができるようにする。

2 お子様の身体及び精神の状況並びにその置かれている環境に応じて、適切かつ効果的な指導及び訓練を行う。

3 日常生活における基本的動作の指導、集団生活への適応訓練等の療育について、個々の発達の課題を５領域に分け個別支援計画を作成することにより、お子様が必要とする

　適切なサービスを提供する。

事業所名 社会福祉法人神原苑　小野田障害デイサービスセンター 支援プログラム(児童発達支援） 作成日


